



















防も実現できる可能性がある。今回、0～12 歳の保険加入犬 256,144 頭を調査
対象として、ペット保険データによる疾患統計を実施した。犬に多くみられる
疾患として皮膚疾患 23.0％、耳疾患 15.4％、消化器疾患 14.7％、眼疾患 10.0％
があげられた。季節変動で特筆すべき傾向が見られた疾患は、皮膚疾患で、罹
患頭数が 7～9 月に多く、1～3 月に少ないといった季節により異なる発症傾向
がみられた。皮膚疾患、耳の疾患、消化器疾患は 0～12 歳の全年齢で、眼の疾








































犬（0～10 歳）の腫瘍疾患の罹患率は、雄犬で 6.4％、雌犬で 7.9％と、雌の
方が 1.5％高い値を示した。また、加齢に伴う罹患率の増加がみられ、特に 6
〜７歳以降はそれ以前に比べて急激な増加傾向を示した。死亡契約前の請求に
占める腫瘍疾患の割合は、10 歳時で 16.9％を占めた。飼育頭数の多い上位 16
品種および 10kg 未満の混血犬の中で最も高い腫瘍疾患の罹患率を示した犬種
は、ゴールデン・レトリーバーで 15.4％であった。雌犬の乳腺腫瘍の罹患率

















 乳腺腫瘍におけるアディポネクチン (adiponectin, APN) の役割を調査
し、新規早期腫瘍診断マーカーとしての可能性を検討することを目的に、犬
の乳腺腫瘍の組織血清アディポネクチン濃度およびアディポネクチンに特異
的なレセプターである AdipoR1 と AdipoR2 の mRNA の発現量の測定を行っ
た。low APN 群の乳腺腫瘍の犬の 65％（17/26）は、正常コントロール値
(30.9±10.6µg/ml)と比較して血清アディポネクチン濃度が有意に低かった 
(14.3±1.0µg/ml, mean±95% C.I.)。犬の乳腺腫瘍組織においても AdipoR1 
と AdipoR2 の mRNA の発現がみられ、AdipoR1 の mRNA の発現は AdipoR2 のそ
れよりも２〜４倍高かった。low APN 群において、乳腺腫瘍組織の AdipoR2 
の mRNA の発現は、high APN 群のそれと比べて低かったが、有意差はみられ
なかった。循環アディポネクチン濃度の減少は、女性の閉経後乳腺腫瘍と同
様に、犬の乳腺腫瘍のリスクファクターとなる可能性がある。 
 
 ペット保険データによる犬の疾患統計により、日本においてよくみられる
疾患が数量的に明らかとなった。性別、年齢、犬種などより詳しく調査する
ことで、それぞれの疾患の遺伝的もしくは環境的要因の仮説を立てやすくな
り、より根本的な疾患の発生もしくは重症化を予防することができるように
なる。今回その一例として、誤飲の発症予防および腫瘍の重症化予防の対策
を模索した。これらの対策を実践し、その効果を検証し、精度を高めていく
ことにより疾病そのものを減らしていくこと（疾病予防）が期待できる。  
 
